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議 事 録 

 

会 議 名 令和５年度山陽小野田市障害福祉計画検討委員会 第１回 

開催日時 令和５年１０月３日（火）午後２時～午後４時 

開催場所 高千帆地域交流センター 講義室（２階） 

出 席 者 山陽小野田市地域包括支援センター運営協議会  上村 篤子 

山 陽 小 野 田 精 神 保 健 家 族 会  臼井 文子 

一 般 公 募  中川 正治 

宇 部 公 共 職 業 安 定 所  西尾 健太郎 

社会福祉法人山陽小野田市社会福祉事業団  西村 浩之 

学 識 経 験 者  長谷 亮佑 

山 陽 小 野 田 医 師 会  廣田 勝弘 

山 陽 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会  福山 厚子 

小野田ボランティア連絡協議会  藤井 礼子 

山 陽 小 野 田 市 障 害 者 協 議 会  宮川 力雄 

相 談 支 援 事 業 所 の ぞ み  吉見 兆生 

こども発達支援センターとことこ  吉水 多加志 

欠 席 者 社会福祉法人山陽小野田市社会福祉協議会  沖野 浩 

障害者就業・生活支援センター  藤井 淳 

山陽小野田市民生児童委員協議会  安田 克己 

山 陽 小 野 田 市 教 育 委 員 会  山縣 利恵 

一 般 公 募  山田 起代 

事務担当課 

及び職員 

福 祉 部 長  吉岡 忠司 

福 祉 部 次 長  尾山 貴子 

福 祉 部 障 害 福 祉 課 長  杉山 洋子 

障 害 福 祉 課 長 補 佐  松本 啓嗣 

障害福祉課障害支援係長  岡手 優子 

障害福祉課障害福祉係長  三隅 貴恵 

会議次第 １ 辞令交付 

２ 福祉部長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 会長あいさつ 

５ 議事 

（１）第５次山陽小野田市障がい者計画（案）について 

（２）第７期山陽小野田市障がい福祉計画・第３期山陽小野田市障が

い児福祉計画（案）について 
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（３）第２回「山陽小野田市障害福祉計画検討委員会」開催日につい 

  て 

 

１ 辞令交付 

 

２ 福祉部長あいさつ 

福祉部長があいさつを行った。  

 

３ 委員紹介 

配付している名簿より委員紹介、その後、事務担当部課職員が自己紹介を行っ

た。 

 

４ 会長あいさつ 

西村会長があいさつを行った。 

 

５ 議事 

※山陽小野田市障害福祉計画検討委員会規則第４条第２項により、西村会長が

議長として議事進行を行った。 

 

（１）第５次山陽小野田市障がい者計画（案）について 

【資料４】第５次山陽小野田市障がい者計画（案）について、【資料３】国

第５次基本計画概要を用いて事務局が説明を行った。 

 

議長： ただ今の説明に関しまして、御意見はございませんか。 

 

委員： ７頁「４ 計画の対象者」という見出しは、計画の対象者には、障がい者

のみではなく障がいのない方も含むので、これまでの「計画の対象となる障

がい者の定義」等の表現の方がよいのではないか。 

 

事務局： 御指摘のとおりだと思うので、検討して次回、提示する。 

 

委員： ３１頁「６（２）保健・医療の充実等」の中で、新型コロナウイルス感染

症について、現在助成しているはず。今後、新たな感染症がでてきた場合の

助成等についての記載を加えてはどうか。 

 

事務局： 現状と今後の動きを確認し、必要に応じて記載を追加する。 

 

委員： 「第４章 施設推進の方向」について、国の障害者基本計画に合わせて 

「１１ 国際社会での協力・連携の推進」についても、加えてはどうか。 
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   県の計画や他市の計画の記載状況を参考にしてはどうか。 

 

事務局： 今後６年間において、実際に市としての取組は困難であると思われるた

め、記載は難しいと考えている。ただし、山口県や他市町のものについて記

載があるか等確認し、次回、回答する。 

 

委員： 「ペアレントメンター」や「インクルーシブ」等一般的とは言えない言葉

について、用語の説明を加えるべきではないか。 

 

事務局： 用語の説明を巻末に記載する予定なので、次回、提示する。 

 

５ 議事 

 

（２）第７期山陽小野田市障がい福祉計画・第３期山陽小野田市障がい児福祉計画

（案）について 

【資料５】第７期山陽小野田市障がい福祉計画・第３期山陽小野田市障が

い児福祉計画（案）について、事務局が説明を行った。 

 

議長： ただ今の説明に関しまして、御意見はございませんか。 

 

委員： ４ページ「１ 福祉施設の入所者の地域生活への移行」の中で「入所者数

の削減」や第７期成果目標内の「削減見込」という表現があるが、「削減」と

いう表現は変更した方がよいのではないか。 

 

事務局： 国の指針において「削減」という表現を使っているため、同様の表現と

しているが、他市の表現を確認し、次回報告する。 

 

（３）第２回「山陽小野田市障害福祉計画検討委員会」開催日について 

第２回「山陽小野田市障害福祉計画検討委員会」開催日について、日程の

調整のため、希望を確認した。 

また、今回、資料の配布が遅くり、委員の手元に到着するのが遅くなった

ことについて、謝罪した。 

 

議長： 最後に、委員の皆様より何か御意見はございますか。 

 

委員： 資料の到着が昨日だった。もっと早めに送付してほしい。 

 

事務局： 次回は１週間前に到着するよう送付する。 
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委員： 山陽小野田市では障がい者施設での虐待はあるのか。 

 

事務局： 市障害福祉課に市の障がい者虐待防止センターがあり、市職員が対応し

ている。 

虐待ではないかという通報は、今年度６件あり、障がい者虐待について

は、今年度２件認定した。 

 

閉会 

 


